
コントローラとの親和性を実現

トラブルシュータ機能のご紹介
NJ/NXコントローラ異常／コントローライベント／ユーザ異常／ユーザイベントを表示したり、解除することがで
きます。さらにNAの画面をお客様が作成しなくても専用画面で確認が可能ですので、お客様の画面設計の手
間をかけずにこの機能を利用する事ができます。

異常の詳細を確認

機械の稼働率を⾼めるHMI NAシリーズ。⾼度なトラブル
シュータ機能を搭載しているため、万が一のトラブルにも、画面
上に異常内容、復旧⽅法を表示できます。
例えば、⾷品包装機などで機械の⽴上げ時の工数削減や、
保守工程においてもダウンタイムの短縮に貢献できます。

複数の機能モジュールの異常を
同時にモニタ可能

特定の機能モジュールのみ異常をモニタ可能

状態を確認できる機能モジュール：
PLC : 共通部, I/O Bus Master, I/O Bus Unit
モーション制御 : Common, Axis, Axis Group
EtherCAT : Port, Master, Slave
EtherNet/IP : Port1, Port2, CIP1, CIP2, TCP/IP
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対応バージョン：
Sysmac Studio Ver.1.13以降
NA本体システム Ver.1.02以降



NAシリーズをもっと便利に [トラブルシュータ編]
NJ/NXシリーズ コントローラとNAシリーズHMIで機械の異常を一元管理

複数のコントローラの異常を同時にモニタ可能

アラームログのソート機能やスクリーンショットなど便利な機能を追加
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EtherCAT®は、ドイツBeckhoff Automation GmbHによりライセンスされた特許取得済み技術であり登録商標です。
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その他、記載されている会社名と製品名などにつきましては、各社の登録商標または商標です。
本カタログで使用している製品写真や図にはイメージ画像が含まれており、実物とは異なる場合があります。
スクリーンショットはマイクロソフトの許可を得て使用しています

従来は、機械の異常はHMIのツールで作成し
たアラーム画面で確認し、コントローラやデバイス
の異常は専用ツールで確認していました。

トラブルシュータは機械の異常とコントローラ異常
を一元管理し、またアラーム画面を作成すること
なく、専用画面で異常の詳細まで確認する事
が可能です。

従来のHMI NSのシリーズのNJトラブルシュータは、
一台のコントローラのみモニタ可能でした。

NAシリーズのトラブルシュータは同時に複数台の
NJ/NXシリーズ コントローラをモニタする事が可能
です。

NAシリーズの、NJ/NXトラブルシュータは、ア
ラームログ画面にソート機能を追加しました。大
量のアラームログがあるケースでも、⾒たいアラー
ムをすぐに探すことが可能です。
また画面のスクリーンショットが可能。画面情報
を保管したい場合に簡単に記録が残せます。
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